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インフルエンザについて
今年もインフルエンザの流行時期が近づいてきました。市内ではすでに学級閉鎖をした

学校も出てきているようです。例年よりlヶ月ほど早く流行の兆しが出てきていますが、

特に3年生は1月～2月
・
のインフルエンザの最もピユク時に入試という大事な進路決定が

待ちかまえています。入試当日高熱で別室で試験を受けなければならなくなる人もいます。
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インフルエン舜 か ら●

インフルエンザウイルスは飛沫感染 (噴・くしやみ ・会話などで病原体が飛び散る)

、飛沫核 (ごく細かい粒子が長い間空気中に浮遊し、患者と同じ空間にいる人がウ

イルスを吸入することによつて)感 染、接触感染で感染します。
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本校では例年冬休み明け頃から欠席者が出てきて、 1月 下旬から2月頃が多くな

ります。しかし今年は 10月 下旬頃から発熱、頭痛、腹痛、だるい、のどの痛み、

咳などを訴えて欠席する人が出始めています。

寝不足や栄養の偏りなどから粘膜や免疫力が落ちたりしないよう、また疲労を蓄

積しない生活、健康管理をしつかりすることが大切です。
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症状は ・・感激な発熱 ●島慮・θθじ～Jθ じめる四 だ 物 法上r.ryる .

属"t農 嚇t″ 力霧t劇 麟膚t全 身倦意感 などの全身症状が強れ
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*イ ンフルエンザウイルスは患者のくしゃみや崚によつて気道分泌働に小粒子に含ま

れて周囲に飛散しますぎこれは 1回のくしゃみで約 200万 個、咬で約 10万 個と

いわれています。比較的大きい粒子は患者からおよそ 1～ 1.5メ ートルの距離で

あれば、直接周囲の人の呼吸器に侵入してウイルスの感染が起こる (飛沫感染)そ

うです.感 染の多くはこの飛沫感染によると考えられています。

*医 療機関に受診をしてインフルエンザと診断された場合は、出席停止となりますので

医師の許可がおりるまでご家庭で安静休養をしてください.ま たその旨を学校にご連

絡ください。なお、お子様が豊校をしてから記載していただく用紙をお子様を通して

お渡ししますので、保護者の方が記載をお願いします。




